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第３章 農作業におけるリスクアセスメント

－リスクアセスメントに基づく、農作業安全の手引き－

１ はじめに

農業が全産業の中で最も危険な業種と

なっていることをご存じですか。農業従

事者が大幅に減っているのに、農作業事

故での死亡者は長年にわたり減少せず、

毎年、400人近くが亡くなっています。

死亡に至るような重大事故の背景には、

1件の重大事故に対して300件の「軽い」

事故があると言われています。事故予防

のためには、死亡事故だけに注目せずに､

「軽い」事故に注目し、一つ一つ「危険

の芽」を取り除いていくことが重要です。

しかし、農作業事故については､その「軽

い」事故の発生状況に関しての情報が乏

しく､「何が」事故に結びつているのか

が判りませんでした。

しかし、2011年から農林水産省

の補助を受けて始めた「農作業事

故の対面調査」（以後、「対面調査」

と略します）では、2015年までに、

北海道から沖縄まで630件の様々な

「農作業事故」について調べるこ

とができました。この調査の特徴

は、事故が起きた現場を調査員が

訪問し、被災者から直接話を聞き、

事故が起きた作業現場や、その時

使っていた農機具を調べたことで

す。また、農村医学会では､2000年

に、全国1道8県の生命共済・傷害

共済保険を基に10,600件の農作業

事故事例の検討を行い、農作業事故の発生状況や被害内容を検討しています。

こうした調査にもとづいて、農作業災害を防ぐための「リスクアセスメントに基づく、

農作業安全の手引き」(以後、「手引き」と略します)を作成しました。
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10,592件

１年間に全国で約
45,000件以上発生

死亡者107人

４５３人

日本農村医学会・調査より、
全国農作業事故件数を推計

（2000年）

１道８県の全共連本部の
生命・傷害共済事案より農作業事故を抽出
（農業従事者数:調査地区全国対比２３．６％）

2000年調査
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２ リスクアセスメントに基づく、農作業安全のすすめ方

農作業事故の原因は､今まで、主に農作業者の「不注意」だったり、「間違った」農機

具の操作が原因として、片付けられることが多くありました。しかし、他産業での事故・

災害対策は「人の注意にはもともと限界がある」「不注意は人の常」との考えから、たと

え「一瞬の不注意」があっても重大な事故が起きない対策が取り組まれてきました。「間

違った操作」ができない機具の開発や､間違った操作をしても重大な事故につながらない

工夫により、事故の発生を減らしたり、被害をより小さくする取り組みです。農村医学会

では、こうした他産業での事故・災害予防対策に大きな力を発揮している、リスクアセス

メントによる事故防止の取り組み（リスクマネジメント）経験に学び、農作業事故の発生

状況を分析し､農作業事故の発生要因を検討しました。

（１）小さな危険性が重大な危険性に発展

農作業での事故は、「偶然」あるいは「たまた

ま」「運悪く」発生したように見えます。しかし、

発生に至る経過を調べると、小さな危険性が重な

って、重大な事故の発生や深刻なケガに結びつく

ような、危険性に発展していました。この小さな

危険性の連鎖を断ち切ることが事故予防のカギと

なります。

危険

危険

危険

危険

危険

危険

危険

重大
事故

大小様々な危険の連鎖が、
重大事故を誘発

危険

危険

危険

危険

危険

危険

危険

危険

一見バラバラな危険
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（２）トラクターから降りた際に発生した

重大事故例で、小さな危険の連鎖を考える

例えば、トラクターを農道の脇に止めて運転席から降りた際に側溝に足を取られて転倒

した事例があります。転倒した際に、側溝のコンクリートで頭を打って頭蓋骨を骨折し、

2ヶ月入院し、半身麻痺が残ってしまいました。

事故に遭う前から、

前向きでトラクターか

ら降りており、着地場

所の安全性を特に意識

して確認することはあ

りませんでした。トラ

クターの運転席床面は

地上から60cm近くあり

ましたが、降りる際に、

身体を支えるために把

持できる持ち手などは、

車輌に装備されていま

せんでした。農道の脇

は草が茂っており、側

溝が見えにくくなって

いました。

ヘルメットは装着し

ていませんでした。携

帯電話を持っておらず、

通りかかった人が発見

してくれるまで、事故

後、40分以上経過して

いました。

トラクターから降り

る時は、後ろ向きに、身体を保持しながら降りる。トラクターには乗り降りする際に身体

を支える、持ち手が装備されている。農道の脇は除草されており、側溝が確認できる。着

地場所の安全を確認して降りる。ヘルメットを着用する。携帯電話をもって仕事に出る。

こうした小さな危険に対する対応が、日頃から行われていたら、深刻なケガは防げた可能

性があります。

前向きに降りた
（いつも前向きで降りていた）

ステップが濡れていた
（ステップが高かった）

降りる場所の足元を
確認しなかった

草むらの中の
側溝に脚を
取られ転倒

ヘルメットなし、
頭部を強打
頭蓋骨骨折

携帯電話を持たず、
緊急連絡取れず

トラクターから前向きに降り、草むらの中の側溝に躓き、側溝
に頭を強打、頭蓋骨骨折。携帯電話を持たず。たまたま散歩
していた人が40分後に発見。入院２ヵ月、半身麻痺が残る
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（３）リスクアセスメントによる事故防止

リスクとは、従事す

る作業や取り扱う物質

の危険性や有害性によ

って引き起こされる、

事故やケガの深刻さ

や、そうした事故やケ

ガが発生する可能性の

大きさを意味します。

事故が起きる可能性は

小さいとしても、一旦

事故が起きれば命に関

わるような重大事故に

なるとすれば、リスク

は極めて大きいと判断できます。軽度なケガであっても、たびたび同じ作業で発生してい

るとすれば、放置できないリスクと判断できます。

農作業に伴って農民が曝されるリスクには様々なものがあります。１つだけのリスクで

は無く、いくつかのリスクが組み合わさって、より危険なリスクになることもあります。

農作業に伴って農家の

人がが曝される危険な状

況や、有害な事象を前も

って見つけ出し、そのリ

スクがどの程度大きいの

かを判断し、優先順位を

付けて、必要なリスク低

減策をとることができれ

ば、重大事故の発生を未

然に防ぐことができます。

このように、事故やケガ

が発生する前に、作業に

伴うリスクを評価し、リ

スク低減策を実施する、

一連の事故防止の取り組

みを「リスクアセスメン

トによる事故防止」とい

います。

１件１件は、軽微な事故
だが、繰り返し発生

危険

危険
危険

危険

重大
事故

危険

小さい危険の連鎖
で重大事故に

小さいが・いつもあるリスク

いずれも無視できないリスク

少ないが・大きなリスク 小さいが・連鎖するリスク

件数は少ないが、
いったん発生すると
重大事故に

坂道で急カーブが多いなあ
先日来、雨が降って路肩が崩れるかも
草が生い茂っていて路肩が分かりにくいかも
でっかいﾄﾗｸﾀｰ、運転が難しいなあ
遠回りで安全な道より、近道だしなあ

①リスクの評価
②リスクの優先順位づけ

③減災対策 ③リスクの回避

・遠回りな、安全な道を選ぶ
・若い者にまかせる

・事前に道路状況を確認
・路肩を確認して、杭の設置

農作業におけるリスクアセスメント
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３ 農作業事故の発生要因……リスクの所在

農作業事故の発生につながるリスクは、大きく分けて次の3要因関連して発生していま

す。

（１）環境の要因

農作業の特徴は、作業を行う環境が多様で、コントロールできない点です。栽培する作

物や、飼育する家畜の種類によってもその環境は異なります。平野もあれば、山間地もあ

ります。同じ圃場や農道でも、季節や天候によって状態は大きく異なります。熱中症のよ

うに、気温や湿度が命に関わることもあります。畜舎内の明るさや､整理整頓状況が転倒

などの発生要因になります。

農作業事故の発生には、こうした環境に由来するリスクが大きく作用しています。

（２）農機具の要因

農業では様々な機具が使われています。経営規模の拡大や、農民の高齢化に伴って、ト

ラクターや耕耘機、コンバイン、草刈機などを抜きにした農業は考えられなくなりました。

その一方で、農作業事故はこうした農機具が最大の原因となって発生しています。死亡事

故だけを見ても、3/4はトラクターや耕耘機、運搬車が原因となっています。生命共済・

傷害共済保険に基づく調査では、全体の

６割は、草刈機、トラクター、軽トラ、

コンバイン、チェーンソー、耕耘機が原

因となっています。農機具の操作方法を

知っているだけでは、安全とは言えませ

ん。農機具を操作する人だけでなく、周

囲の人も危険に巻き込みます。農機具の

危険性を知り、危険に対応使用手順を定

めておくなど具体的な対策をとる必要が

あります。

農機具に由来するリスクは、農作業災

害の最も重要なリスクです。

例え、物・環境・人を整え、要因間のミスマッチを
なくしたとしてもとしても、一瞬に……

人

物 環境

収穫予定
日を決め
ていても

生育が早回ったり、
遅れたりして作業予
定日が狂う

車高が高い、無理な姿勢
緊急停止ボタンがついていない
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（３）人の要因

農作業の危険性は、従事する人の特性によって、危険性が高くなることがあります。農

機具の操作に不慣れだったり、圃場の様子もわからなかったりすれば危険性が高まります。

重たい荷物を人力で運べば、筋力の弱い人から腰を痛めることになります。

加齢に伴って、視力や聴力、バランス能力、危険を認知する能力が低下することが知ら

れています。従って、昨年まで問題なく行っていた作業が、今年は「危険」な作業になる

場合があります。「病み上がり」の体力で作業することが、危険性を高めることもおきま

す。

複数が作業をする場合、お互いが危険性を認識しておく必要があります。協同で作業を

進めるときの手順の確認や､意思疎通の方法も確認しておく必要がりまます。

作業する人の、知識や技能、体力や健康状態なども農作業災害の発生に関与するリスク

と言えます。

ワシの方が
ベテランだ
ぞ

毎年、順調に「老化」 筋力ない人が無理な作業服薬中の人
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４ 農作業でのリスクアセスメントの手順

農作業に伴うリスクの大きさは、環境

に由来するリスクと、農機具に由来する

リスクと、人に由来するリスクが、複合

して決まります。

例えば、足場の悪い急斜面で、緊急停

止装置が壊れた刈り払い機を、作業に不

慣れな人が何の保護具も装着せずに作業

をすれば、リスクは最大レベルに高まり

ます。一方、急斜面に足場が確保され、

刈り払い機の安全装置が整備され、刈り

払い機の使用経験が豊かで体力的にも問

題の無い作業者が、滑り止めの靴やゴー

グル、脛当て装着して作業に当たれば、

リスクを低減できます。

農作業に伴う事故リスクをアセスメン

ト（検討評価）する手順は、次の図のよ

うになります。

第１ステップとして、

①環境に由来するリスクの把握と点検評価を行います。点検・評価は環境に関わる「チ

ェックリスト」、「地域のハザードマップ」、「ヒヤリハットレポート」で行います。

次いで、②物（機械・道

具・農業資材）に由来する

リスクの把握と点検評価を

行います。わかりやすい説

明書の有無、機械の整備点

検状況、機械の危険箇所の

明示、安全装置が設置され

ており安全装置が解除され

ていないなど、「チェック

リスト」などで確認します。

ここで中間評価として環

境・物の２つの要因の重合

したリスクの評価ならびに、

この段階で上がったリスク

の低減策・回避策を取りま

す。

環境：法面に小段を設けて作業姿勢を安定化
機械：飛散防止カバーが付いている

チップソーが外れにくい刈刃を使用
グリップを離すと、回転が止まる機種

人 ：ヘルメット・フェースカバー、

滑り止めのある靴、すね当て、皮手袋を
着用

①環境

③人

②物

Ⅰ．中間評価
対策

Ⅱ．最終評価
対策

ハザードマップ・チェックリスト

チェックリスト

第１ステップ
環境・物のリスク評
価をまず行い、さら
に「環境・物」の重合
するリスクを評価し、
この時点で中間評
価を行い、リスク回
避や減災対策を立
案・実行する。

第２ステップ第２ステップ
その後、さらに使う
人についての評価
（機械に対する訓練
の度合い、年齢など
を勘案）をしてリスク
評価を行い、最終的
な減災やリスク回避
を立案・実行する
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第２ステップとして、人の評価を行います。危険作業の認識度、作業経験、身体能力な

どについて、「チェックリスト」を用いて評価します。

第１ステップで環境・物のリスク回避・低減策が十分に取れない場合は、人の側で、作

業手順の見直しや、作業者をより熟練した者のみを選抜して実行する等の対策を立てます。

以上の対策について、十分な対策が見いだせない場合、他人のよりよい対策を取り入れ

たりして対策を立て実行する方法もあります。

さらに、それでもリスクが大きすぎる場合は、一定の作業を他人に委託する、あるいは

生産規模を縮小する、作物の品種を変える、重量野菜から軽量野菜への変更など、経営方

法そのものを変更してリスクを発生させない、根本的対策をとることが必要です。

次に各手順の詳細について述べます。

＜具体的な手順＞

（１）手順１ 環境に由来するリスクの把握と点検評価

作業する場所が、平坦なのか、斜面なのか、滑りやすいか、天候の変化で危険性が変化

しないか等を点検評価します。道路については、道幅や、交通量や、路肩の性状などを点

検評価します。温度については熱中症予防のために、日陰の有無や風通し等も点検評価し

ます。照度は、作業をするのに適しているか、足下が見えにくくなっていないか等を点検

評価します。

点検評価には、チェックリスト（別ページ参考）を用いたり、地域のハザードマップや、

ヒヤリ・ハットレポートの内容を参考にします。

○チェックリスト：

チェックリストとは、過去に発生した事故についての発生様態分析やヒヤリ・ハットレ

ポートなどにより把握された、事故発生に関与したリスクを具体的に示して、該当するか

否かをチェックすることで、危険性の有無を判断できる表のことを言います。

特に、アクションチェックリストとよばれるタイプでは、点検事項として記載されてい

る内容は、最も危険性が低くなる状況が示されています。従って、「該当しない」にチェ

ックを付けた場合は、記載内容に従って現状を改善することで、事故発生の危険性を低減

できます。本書で提示しているチェックリストは、アクションチェックリスト型となって

います。
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○地域のハザードマップ：

ハザードマップとは、

農作業を行う圃場や、

トラクター等が通る一

般道路や農道を、あら

かじめ巡視し、危険箇

所や注意事項を記載し

た地図のことです。巡

視は、季節や時刻を変

えて行い、１人では無

く、地域の人や同僚と

一緒に見回ることが望

まれます。道幅、斜度、

交差点の角度、交通量、

足場などについて、「慣れた場所を他人の目で」点検することがポイントです。

○ヒヤリ・ハットレポート：

ヒヤリ・ハットレポー

トは、日頃の農作業中に

経験した、「危なく事故に

なるところだった」「一歩

間違えば、ケガをしてい

た」など、大きな事故に

はならなかったものの、

危なかった経験を記録し

たものです。自分の経験

だけで無く、家族の経験

や仲間の経験から、「危険

の芽」を見つけ出すこと

ができます。

＊毎日の農作業の記録と

ともに、その日体験し

たヒヤリハットを記録

し、改善策を記録する

「ヒヤリハット日誌」

の一例

交
通
量
が
多
い

坂道、悪路
路肩が崩れている

急
カ
ー
ブ

昇降路が、
急で狭い

ハザードマップの作成

①いつ，②どこで，③何をどうしようとして，④どのようになり「ヒヤリ・
ハット」したか（各項目が抜けないように記述して下さい）

図面

なぜ、「ヒヤリ・ハット」が起こったと思いますか。（環境・機械・物、人
等）

体　調や気持ち：普通・不調・疲れ気味・気持ち：焦り・考え事・
（複数回答　可）慣れ過ぎ・不慣れ・ちょっとの間と思い…
　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①どのようにすれば、防ぐ事ができたと思いますか。

②実施した対策

対策
(案)

平成　　　年　　　　月　　　日（当日の農作業ＮＯ　　　　　　）

時刻　　　時　　　分頃　　　　　天気　　　　　　　気温　　　度

「ﾋﾔﾘ・ﾊｯﾄ」した事とその対策

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」
の
内
容
（
図
面
）

原因
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（２）手順２ 機械・道具に由来する危険性の把握と点検評価

農作業で使用する機械や道具（農機具）は便利な反面、様々な危険性も合わせ持って

います。機械・道具に由来するリスクに関して点検評価します。

例えば、機具の使用方法がわかりやすく示された説明書やマニュアルの有無、機具の整

備点検状況、危険な操作や危険な箇所の明示、緊急時に役立つ非常停止装置の装備、車輌

では「死角」に対する備え、等です。機械・道具ごとに、また、作業別に点検します。

点検する事項は、「対面調査」やヒヤリ・ハットレポートなどにより、明らかになった

機械・道具に由来するリスクです。点検評価は、チェックリストを用います。

（３）手順３ 中間リスク評価

手順1で、環境に由

来するリスクを評価

し、手順2で機械・道

具に由来するリスク

を評価した段階で、2

つの要因に由来する

リスクが重合したリ

スクを評価します。

どのような環境で、

どのような機械・道具を使うのかで、事故発生の危険性が異なるからです。例えば、路肩

境界が草で見えない、道路幅の狭い農道を、死角の多いトラクターで走行すれば、農道か

らの転落リスクが高くなります。路肩が除草されていたり、路肩を示すマーカーが設置さ

れていたり、トラクターの死角がミラーで補われていれば、転落リスクを減らせます。手

順１や手順２で用いたチェックリストの記載内容を参考に、この段階でリスク逓減策にと

りくみます。

（４）手順４ 人に由来する危険性の把握と点検評価

作業経験の違いや、作業に伴う危険性を認識しているか、機械・道具の扱いに慣れてい

るかいないか、作業の手順を理解しているか、協同作業であればそれぞれの役割や危険性

を理解しているかなどをチェックします。作業者個人については、筋力、バランス能力、

視力、聴力、認知力など、作業を安全に行うのに必要な身体能力があるか、など、作業者

に由来するリスクを点検評価します。ヘルメット、ゴーグル、手袋、靴や服装も人に由来

する危険性として点検評価します。年齢を重ねるに従って、身体能力が低下しますから、

事故に遭遇する危険性も増します。しかし、「△△歳から危険」と機械的に線を引くこと

もできません。高齢になれば、手順3で危険性が高いと判断される作業を他の人に任せる

ようにしましょう。

人に由来する危険性の把握と点検評価にも、チェックリストを用います。

昔ながらの狭い農道を
大型農機が走行

環
境
と
機
械
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

昔ながらの狭い畦で、
自走式草刈機をＵターン
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（５）手順５ 最終リスク評価

環境と機械・道具と人に由来する危険性の点検評価結果を基に、最終のリスク評価をし

ます。環境と機械・道具に由来するリスク評価、すなわち中間リスク評価の結果がハイリ

スクで対策が取れない状況ならば、人に由来するリスクを下げる対応が特に重要となりま

す。逆に、人由来のリスクが高ければ、環境や機械・道具由来のリスク対策が重要になり

ます。農業法人のように、複数の作業者がいる場合は、環境や機械・道具由来のリスクが

高く有効な対策が取れない状況下では、作業者を選択してリスクを下げることも対策にな

ります。個人経営の農家では、作業の熟練度や身体機能の違いで作業者を選ぶことができ

ないため、環境由来のリスクや機械・道具由来のリスクを低減することがより重要になり

ます。

（６）手順６ リスク回避・低減策の立案と実施

各手順を経て、最終的にはリスクを回避・低減するための策を立案し実施することで事

故を予防する、あるいは、万が一事故が起きても重大な事故にならないようにします。ト

ラクターに乗る時や脚立に昇る時にはヘルメットを着用するだけで、転落しても頭を保護

することができます。アクションチェックリストの内容を実施することが、リスクの回避

・低減策になります。良い対策が浮かばない時には、他の農家の経験が役に立つことがあ

ります。そうした事故対策の好事例を交流する研修会などを、地域や組合で開催すること

も大切です。農業栽培技術の専門家や農機具メーカーと、事故防止のための情報を共有す

ることも大切です。より安全な農業機械や道具を実現するためには、農業従事者からの安

全に関する情報が必要で、そうした情報が新技術の開発にも繋がります。

５ リスクアセスメントに基づく事故防止対策に終わりはない

農作業には、事故の危険性がつきものです。絶対安全な農作業はないと考える必要があ

ります。農作業のリスクアセスメントを行い、リスク低減策を実施したとしてもリスクが

皆無になることはありません。リスクアセスメントの手順に従ってPDCAサイクル（図2）

「計画を立て（Plan）」→「計画を実行する（Do）」→「実施結果を評価する（Check）」

→「評価を踏まえて見直し、改善する（Act）」を回し続けることで、より危険性の少な

い農作業が実現します。毎年、繰り返し行っている農作業でも、リスクアセスメントして

下さい。同じ農作業でも、季節によってリスクが異なることがあります。リスクを予測し、

対策を実施する習慣を身につけましょう。

＊次図は、農作業におけるリスクアセスメントの手順の流れを示したものです。
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